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　物部町には、平家の子孫

と言われる小松・門脇・久

保・宗石などの姓があり、

建久２年（１１９１年）相

模国小田原から、押谷の小

峯に落ちて来た山内氏は、

山中・安丸・柳瀬・楮佐古

諸氏の祖と言われている。

　今回は、神池に落ちて来

た播磨国（兵庫県）守護大

名赤松氏の後裔森本氏（上

池氏）を紹介する。

　嘉吉元年（１４４１年）赤松満祐は、第６代将

軍足利義教を京都私邸に招き、祝宴中に満祐の子

教康らに暗殺させた。前代未聞のこの事件を「嘉

吉の乱」と呼ぶ。赤松氏が殺害におよぶほど追い

詰められた背景には、義教の専制的弾圧により、

大名の領地没収が行われたことがあった。

　播磨国坂本城に篭城した満祐は、畠山氏等の追

討軍と２カ月におよぶ激戦の後に自害した。長子

教康は、伊勢国（三重県）の国司北畠顕雅を頼っ

て一志郡多気（津市美杉町多気）に逃げて、近く

にかくまわれたが、幕府の追及が厳しくなり、北

畠氏が自害させたと言われる。北畠邸南方の丹生

保には「赤松さん」と呼ばれている五輪塔がある。

　しかし実際には、教康は、森本彦左衛門と改名

して嘉吉元年１２月に土佐国上池村に入り、槍水

で耕地を拓き、郷里の氏神妙見菩薩を勧請（星神

社）して祭り、境内に杉を植えたと言われる。星

神社の大杉は樹齢５６０年余と言われ、美しい巨

木に成長している。

　教康の長男教義は山田氏に仕え、その子教光は、

天文１８年（１５４９年）山田氏の楠目落城の時、

楠目で奮戦して戦死した。教義の弟重国も山田氏

に仕えていたが、山田氏の滅亡とともに、知行を

離れ神池で没し、死亡後には薬師堂の畝に葬られ
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た。重国の子惣左衛門尉（上池宗左衛門）は、上

池土居に住んで長宗我部氏に仕え旧領を賜ってい

た。子孫は江戸時代にも上池村の歴代名本（庄屋）

を勤めた。神池槍水の星神社境内には森本氏（上

池氏）の先祖宮が祭られている。

　神池は、室町時代末期には、上池名と下池名が

あり、各土居屋敷で名主が治めていたことがわか

る。江戸時代には、上池、下池、神通寺の各村に

分かれていて、明治９年（１８７６年）神池村と

なり、明治２２年（１８８９年）上韮生村となって

いる。

　神池小中学校跡の薬師堂案内板に従って、上池

土居屋敷跡を少し上ると、巨木１０本ほどが繁る

薬師堂が見える。近くには名本森本氏の自然石の

墓石が並んでいる。薬師堂の棟札から、享保５年

（１７２０年）願主森本□□□によって堂が再建

され、元文元年（１７３６年）上池村森本□左衛

門が薬師瑠璃光如来尊像一基を諸願成就のため奉

納したことが分る。境内にはミニ八十八ヶ所７０

番から７７番の石仏があるので、参詣の人々で賑

わった歴史があるものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　（香美史談会）
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ン　

ジ
ュ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
国
・
四
川
省
）

香美史

記訪探
第９回
神池星神社と
薬師堂
物部町神池

掲　

示　

板

　　作：國則　京花
（山田高校マンガ部）

▲物部町神池薬師堂

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

３

６ ７

２１８ １９

１５ １４

９ １２ １１ １０

は
最
初
か
ら
カ
ラ
ー
の
予
定
だ
っ

カ
ラ
ー

白
黒

た
ペ
ー
ジ
。数
字
は
ペ
ー
ジ
数
。

１

８ ５

４２０ １７

１３ １６

みょう

みょうしゅ

な　もと

♪


